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用 途

概 要

車輪の通常の走行状態である微小すべり領域から空転・滑走が発生する巨視すべり領域ま
での幅広いすべり率を再現することができます。
電気抵抗法や超音波法により車輪とレール接触状態の評価を行うことができます。
自製の研磨装置により試験輪を必要な表面粗さに精度よく作成することができます。

車輪とレールの接触部で発生する諸問題（摩擦、潤滑、摩耗、損傷など）の発生メカニズムを
解明する目的で製作しました。
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：様々な介在物条件下の車輪とレール間の摩擦力を測定します。

：潤滑剤のトラクション性能を評価します。

：車輪とレール間の真実接触面積を評価します。


